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論 文 内 容 要 旨
自閉性障害は社会性の障害を特徴 とする発達障害疾患であり,脳 の器質的障害が病因であると
考え られている。 自閉性障害患者は,た とえ知能水準が正常であっても言葉の裏に含意のある表
現(皮 肉や比喩等)の 理解困難を認め,発 話の意味を字面的な表面上の表現そのままにとってし
まう傾向がある。そ して特 に皮肉に有意な理解障害が報告 されている。
自閉症の社会性の障害 は,「心の理論」の障害という認知メカニズムで説明されている。心の
理論 とは,他 者の意図を類推 したり,理 解したりす る能力である。 また一方では,含 意の理解の
能力 も心の理論 と相関するという報告がされている。 しか しなが ら皮肉を始めとした含意表現の
理解の処理メカニズムについては,古 来より主に言語学的な立場からの考察が行われおり,そ れ
らの先行研究で示 される脳機能局在は,心 の理論に関連す る脳領域との乖離を認めている。
近年,含 意の理解には,状 況背景からの情報 と発話内容 との意味統合が重要であることが示唆
されてきている。心の理論における他者の意図の理解の為には,そ の状況場面を把握す ることが




目的と した。フキダシに発話内容が示された日常会話風景の写真を提示 し,そ の内容が状況的に
適切か否か問 う課題(状 況判断課題)と,字 面的に合 っているか否かを問う課題(字 面判断課題)
を行い,そ の間の脳活動をfunctionalmagneticresonanceimagingを 用いて測定 した。写真
の会話は皮肉や慣用句的比喩を含む もの,含 まないものの各種を提示 した。
その結果,左 前頭前皮質にて,状 況判断課題で字面判断課題より有意な脳活動を認めた。また,
課題に関わらず,皮 肉刺激に対する右側頭極の活動を認めた。また,内 側眼窩前頭前皮質は状況
判断課題においてのみ,皮 肉刺激 と比喩刺激に特異的な活動を認めた。 これら3領 域は,心 の理
論(他 者の意図の読み取 り能力)の 関連領域と部分的に重なっていた。本結果から,左 前頭前皮
質は課題依存的に社会状況的含意の判断処理に関わることが示された。そして皮肉は右側頭極に
て自動的に認知され,内 側眼窩前頭皮質で,意 識的な皮肉の評価,そ して状況判断が行われると
考え られた。
内側前頭皮質または側頭皮質の機能不全 と自閉性障害の関連については,先 行研究でも示唆さ
れているところである。本研究結果から,自 閉性障害の皮肉の理解困難は,右 側頭極 と内側眼窩
前頭前皮質のネッ トワークの障害による可能性が考え られた。特に右側頭極の持つ自動的な皮肉
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認知の処理 メカニ ズムは,意 図的 なコ ン トロールが不可能であ り,他 領域の意 図的な処理 に比べ,
よ り本質的で ある と考え られた。 このことか ら,自 閉性 障害 の社会性 の障害 が,右 側頭 極の機能
不全で説明 し得 るか も しれない可能性が示唆 された。
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審 査 結 果 の 要 旨
自閉性障害患者は,た とえ知能水準が正常であっても言葉の裏 に含意のある表現(皮 肉や比楡
等)の 理解困難を認め,発 話の意味を字面的な表面上の表現そのままにとってしまう傾向がある。
これは,「 心の理論」 と 「含意の理解の能力」の障害という認知メカニズムで説明 されている。
「心の理論」 とは,他 者の意図を類推 したり,理 解 した りする能力である。「含意の理解の能力」
とは,皮 肉や比喩を始めとした表現の裏にある含意の理解能力である。含意理解の処理メカニズ
ムについては,古 来 より主に言語学的な立場からの考察が行われおり,そ れ らの先行研究で示さ
れる脳機能局在は,心 の理論 に関連する脳領域との乖離を認めている。
近年,含 意の理解には,状 況背景からの情報 と発話内容 との意味統合が重要であることが示唆
されている。一方,心 の理論における他者の意図の理解の為には,そ の状況場面を把握すること
が重要な鍵であると考えられた為,背 景情報に富んだ条件下では,心 の理論 と含意の理解は,脳
機能局在上 も深 く関係することが想定された。本研究は,社 会的状況下で,特 に,皮 肉の理解に
関わる正常成人の脳機能ネットワークを同定することにより,自 閉性障害の社会性障害に関わる
脳機能障害部位を推測 しようとした。
フキダシに発話内容が示された 日常会話風景の写真を提示 し,そ の内容が状況的に適切か否か
問 う課題(状 況判断課題)と,字 面的に合っているか否かを問う課題(字 面判断課題)を 行い,
その間の脳活動をfunctionalmagneticresonanceimagingを 用いて測定 した。
その結果,左 前頭前皮質にて,状 況判断課題で字面判断課題より有意な脳活動を認めた。また,
課題に関わらず,皮 肉刺激に対する右側頭極の活動を認めた。 また,内 側眼窩前頭前皮質は状況
判断課題においてのみ,皮 肉刺激 と比喩刺激に特異的な活動を認めた。 これら3領 域は,心 の理
論(他 者の意図の読み取 り能力)の 関連領域と部分的に重なっていた。本結果か ら,左 前頭前皮
質は課題依存的に社会状況的含意の判断処理に関わることが示 された。そして皮肉は右側頭極 に
て 自動的に認知され,内 側眼窩前頭皮質で,意 識的な皮 肉の評価,そ して状況判断が行われると
考えられた。
以上から,自 閉性障害の皮肉の理解困難は,右 側頭極 と内側眼窩前頭前皮質のネ ットワークの
障害による可能性が考えられた。特に右側頭極の持つ自動的な皮肉認知の処理 メカニズムは,意
図的な コン トロールが不可能であり,他 領域の意図的な処理 に比べ,よ り本質的であると考え ら
れた。このことか ら,自 閉性障害の社会性の障害が,右 側頭極の機能不全で説明し得 る可能性が
示唆された。本研究のような課題処理による脳機能部位のMRI解 析は,今 後の自閉症研究に新
しい方法論を提供できることを示 した,貴 重な研究である。
よって,本 論文は博士(医 学)の 学位論文として合格 と認める。
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